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課題名：

大規模言語モデル支援による細胞分化法のデータベース構築及び培養条件の最適

成果概要：
本研究は、細胞培養、その中でも特に細胞分化手法を、大規模言語モデルを用いて最適化することを目的としている。ABCIの計算資源を利用し、DeepSeekやLlamaに代表
されるローカル言語モデルを稼働している。ジャーナルが提供するAPIを利用し、高速に文献情報を抽出する手法の提案を試みた。結果として、文献全体の内容を適切に処
理し、必要な情報を正確に抽出するためのワークフローを構築した。

成果のポイント：

成果についてより詳細な情報を提供しているWebページ、発表論文などの情報：

特になし。

図: 言語モデルによる文献情報の抽出フロー

報告される文献は非構造的なデータの形式をとっている。よって、
データ駆動的なアプローチの導入を妨げる大きな要因と言える。そこ
で、文献データを言語モデルによって処理し、構造的なデータを抽出
するワークフローを開発した（右図）。

一般に言語モデルは、入力が冗⾧になればなるほどその性能が低下
する。論文一報分のテキストは、この性能の低下を引き起こすのに十
分に⾧く、工夫が必要であった。そこで、論文内のテキストを分割し
、各テキストセグメントから情報を抽出する。略語や、事前に設定さ
れた条件等をこぼさないために、過去に抽出したデータを統合してい
くことで、全体のデータの整合性を担保している。


